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 東日本大震災後に発生した東京電力福島第一原子力発電所事故後の 2011 年 3 月 24 日，香港政府
は，福島，茨城，栃木，群馬，千葉の 5県産食品に対する輸入規制措置を実施した[1]。香港政府食物
環境衛生署は 2018年 7月 20日，福島を除く４県産の野菜，果物，牛乳，乳飲料，粉乳の香港への輸
入を条件付きで認める命令を公示した[1]。同命令は，香港時間 2018年 7月 24日正午から施行され，
香港政府は次の 2種類の証明書を添付することを条件に，4県産の上記品目の輸入を認めた[1]。一方，
福島産は今回の見直しの対象から除外されており，輸入規制措置が継続されている[1]。そこで，2019



































3. 放射線教育が 4県産の農産物需要の変化に与える影響 






(1)東日本大震災前（2011年 3月 10日まで）の均衡点 E1 
3 
 
図中より，東日本大震災前の 4県産の均衡点は E1であり， 需要曲線は D2011、供給曲線は S2011、
均衡価格は P1，均衡取引量は Q1である。 
 
(2)東日本大震災直後（2011年 3月 11日直後），4県産の輸出が止まった場合の均衡点 E2 
 東日本大震災直後，4県産の生産が停止し，輸出量が減っただけならば、需要曲線は D2011のままシ
フトせず，供給曲線は Safter2012へと左方にシフトする関係で，均衡点は E2へシフトし，取引量は Q2
に減少し，本来ならば均衡価格は P2に上昇したはずである。 
 
(3)東日本大震災直後（2011年 3月 11日直後）で風評があった場合の均衡点 E3 
東京電力福島第一原発事故に由来する風評によって，香港市民が 4県産の放射性物質を危惧したな
らば，需要曲線は Dafter2012へと左方へ大きくシフトする。そのため、東日本大震災前の 4県産の均衡




































直後の価格 P3より価格は P4に上昇するものの，均衡取引量は Q4に減少してしまう。 
 
(5)東日本大震災の風評からの回復期（2012～2018年）均衡点 E5 
 東日本大震災に由来する風評も落ち着きを見せ，香港市民の需要も Dafter2012 から Dafter2018 へと右
方へシフトし，価格は 2011年の水準 P1＝P5程度に回復するかもしれない。しかしながら，均衡数量
は東日本大震災直後の均衡数量 Q3＝Q5 程度の数量ベースとなり，利潤は 2011 年の水準には遠く及
ばない。 
 
(6)2018年 7月 24日以降の 4県産の条件付き輸入解禁後の均衡点 E6 
 2018年 7月 24日に 4県産が条件付きで輸入解禁されたため，4県産が輸出されたため，供給曲線
は Safter2012から Safter2018へとシフトする。そのため，均衡点は E5から E6へシフトし，供給量は Q5
から Q6に増加するが，均衡価格は P5から P6へ下落してしまう。 
 
(7)放射線教育後の均衡点 E7 
 ここで，4県産や福島産の農産物が安全であることを PR して，香港市民の需要曲線を Dafter2018か
ら Dafter2020にシフトさせ，均衡点 E6から E7へ，均衡価格を P6から P7へ，つまり 2011年の価格水
































ム 40の場合，野菜や肉・魚などに 100～200Bq/kg程度，穀類に 30Bq/kg程度が含まれている。その
ため，体重約 60kgの人は，常に 7,000Bq放射性物質が含まれている。そこで市民は『体内の放射性
物質の含有量』を知っているのかどうかについて尋ねてみた。その結果，「知っていた」（21.7％）者
度数 割合 度数 割合
男性 138 46.0% 小中学 12 4.0%
女性 162 54.0% 高校 45 15.0%
香港島 72 24.0% 短大・専門学校 57 19.0%
九龍 99 33.0% 大学 161 53.7%
新界 124 41.3% 大学院 25 8.3%
香港以外 5 1.7% 19歳未満 16 5.3%
30万HKD未満 47 15.7% 20～29歳 92 30.7%
30～40万HKD未満 51 17.0% 30～39歳 127 42.3%
40～50万HKD未満 77 25.7% 40～49歳 41 13.7%
50～60万HKD未満 60 20.0% 50～59歳 14 4.7%
60万HKD以上 65 21.7% 60歳以上 10 3.3%




















































21.7% 31.0% 10.0% 24.7% 12.7% 3.243
65 93 30 74 38 1.370
15.3% 24.3% 11.7% 30.7% 18.0% 2.883
46 73 35 92 54 1.370
15.0% 34.3% 8.3% 28.3% 14.0% 3.080
45 103 25 85 42 1.336
12.7% 28.3% 11.3% 25.7% 22.0%
2.840
38 85 34 77 66
1.381
16.3% 25.7% 14.7% 27.0% 16.3% 2.987
49 77 44 81 49 1.356
9.3% 27.3% 12.3% 33.0% 18.0% 2.770




























































































































































は，数量ベースで海外全体の 8 割程度が輸出されていた[7]。福島産の価格が 20％安いことと，震災
評価 平均
質問 標準偏差
4.7% 20.0% 35.7% 25.7% 14.0% 2.757
14 60 107 77 42 1.071
16.0% 22.0% 25.3% 21.7% 15.0% 3.023
48 66 76 65 45 1.297
11.7% 16.7% 26.7% 31.3% 13.7% 2.813
35 50 80 94 41 1.210
12.0% 19.0% 23.3% 30.0% 15.7%
2.817

























































ている。図中の縦軸（第 1軸）は 0.5～-0.5の範囲以内に集中し，横軸（第 2軸）は 0.7～-0.5の範囲
にあるため，評価は近似している。各軸の説明度（累積寄与率）は第 1軸で 61.0％，第 2軸を含める
と 84.3％が説明でき，第 1 軸，第 2 軸の χ2検定（行間差・列間差の有意性の検定，残差の有意性の























































標準 標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
体内の放射性物質含有量 0.299 0.109 0.006 *** -0.014 0.006 0.014 ** -0.050 0.019 0.010 ** 0.002 0.007 0.721 0.039 0.015 0.009 *** 0.023 0.009 0.012 **
福島産の科学的信頼性 0.604 0.131 0.000 *** -0.029 0.008 0.000 *** -0.100 0.024 0.000 *** 0.005 0.014 0.719 0.079 0.020 0.000 *** 0.046 0.012 0.000 ***













dy/dx p値 dy/dx p値
注：1）***，**，*は1%，5%，10%の水準で統計的に有意であることを示す（表７～９も同様）。
注：2）cutとは閾値を表し，cut5（購入したい）を基準（ベースカテゴリ）として，cut1は「購入したくない」～cut4は「多少購入したい」を示す（表７～９も同様）。
dy/dx p値 dy/dx p値 dy/dx p値
表６　価格提示前の４県産の購入志向と放射性物質の基礎知識との関連性に関する推計結果
変数































標準 標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
福島県民の放射性物質摂取量 0.583 0.135 0.000 *** -0.053 0.014 0.000 *** -0.081 0.022 0.000 *** 0.012 0.012 0.336 0.069 0.018 0.000 *** 0.053 0.014 0.000 ***
放射性物質とその他の癌リスク -0.167 0.129 0.198 0.015 0.012 0.203 0.023 0.018 0.205 -0.003 0.004 0.426 -0.020 0.015 0.205 -0.015 0.012 0.204











dy/dx p値 dy/dx p値
表７　価格提示前の福島産の購入志向と放射性物質の基礎知識との関連性に関する推計結果
変数
福島産購入 購入したくない あまり購入したくない どちらともいえない 多少購入したい 購入したい
係数
p値 dy/dx p値 dy/dx p値dy/dx p値
標準 標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
体内の放射性物質含有量 0.228 0.137 0.097 * -0.023 0.014 0.103 -0.034 0.021 0.106 0.028 0.018 0.110 0.024 0.015 0.104 0.005 0.003 0.136
放射性物質の質 -0.158 0.117 0.176 0.016 0.012 0.181 0.023 0.018 0.184 -0.020 0.015 0.186 -0.016 0.012 0.184 -0.003 0.003 0.203
福島県民の放射性物質摂取量 0.246 0.149 0.098 * -0.025 0.015 0.101 -0.036 0.023 0.109 0.031 0.019 0.110 0.026 0.016 0.105 0.005 0.004 0.138
福島産の科学的信頼性 0.618 0.141 0.000 *** -0.064 0.016 0.000 *** -0.091 0.025 0.000 *** 0.077 0.022 0.000 *** 0.064 0.017 0.000 *** 0.013 0.005 0.008 ***















購入したくない あまり購入したくない どちらともいえない 多少購入したい 購入したい
係数










































標準 標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
福島県民の放射性物質摂取量 0.366 0.135 0.007 *** -0.019 0.008 0.014 ** -0.058 0.022 0.010 ** -0.003 0.008 0.685 0.050 0.019 0.010 ** 0.030 0.012 0.011 **
福島産の科学的信頼性 0.636 0.141 0.000 *** -0.032 0.009 0.001 *** -0.100 0.025 0.000 *** -0.006 0.014 0.683 0.087 0.022 0.000 *** 0.052 0.013 0.000 ***











dy/dx p値 dy/dx p値 dy/dx p値
表９　価格提示後における福島産の購入志向と放射性物質の基礎知識との関連性に関する推計結果
変数
福島産の購入志向 購入したくない あまり購入したくない どちらともいえない 多少購入したい 購入したい
係数










注 1）大卒人口比率は 53.06％であり，本稿のサンプルの大卒比率は高い。 
注 2）ロシアの平均年齢は 39.59歳（2020年国連），15歳未満人口比率は 17.82％，15歳-64歳人口

































[7]福島県産品、海外攻勢を加速 香港で知事、安全性アピール ダボス会議でも日本酒７銘柄 PR、
https://www.sankei.com/region/news/190125/rgn1901250017-n1.html 
 
